                SURGICAL REPORT

Patient's name:







Diagnosis for surgery : 右尺骨肘頭骨折

Surgical procedure: ORIF (tension band wiring)

Date: 

Surgeon:

Supervisor:

Assistants: 

Anesthesiologist:



Method of anesthesia: 

Duration of surgery: 

Blood loss:



Blood transfusion:


Fluid transfusion: ml


Amount of urination: ml


Surgical finding and process:

　全身麻酔下に患者を仰臥位とした。右上肢をアルコールガーゼで清拭後、イソジンで消毒した。エスマルヒで駆血後、air tourniquetの圧を250mmHgに維持して手術を開始した。小円刃を用いて肘頭直上やや橈側を通る緩やかな橈側凸のカーブを描いて約10cmの皮切を加えた。皮下組織を尖刃で鋭的に切離して尺骨骨膜を剖出した。メーヨー剪刀を用いて骨膜上で皮下組織を最小限剥離した。骨折部を展開し、骨片間の軟部組織や介在物をアドソン鉗子や鋭匙で摘出した。骨折部を生食で充分に洗浄して骨片間の介在物を洗い流し、同時に関節内も洗浄した。骨折部の骨膜を側面も含めて全周性に2〜3mm剥離した。骨折は橈側から尺側にかけての斜骨折であり、橈側に第3骨片を認めた。骨折部から約2cm末梢のsuture wireを通す部位の骨膜を剥離した。1.8mm K-wireでドリリングしてからφ1.0 suture wireを末梢側に通した。骨把持鉗子で上腕三頭筋の肘頭停止部を把持し、肘関節を伸展しながら肘頭骨片を骨把持鉗子で引き寄せて整復した。骨折部の橈側から関節面の解剖学的整復位が取れることを確認した。肘関節を伸展位のまま1.8mm K-wireを肘頭隆起部のやや中枢から尺骨骨軸に対して約30度の角度で2本刺入した。φ1.0 suture wireを用いてtension band wiringを施行した。K-wireをU字状に曲げてから肘頭骨片に打ち込んだ。第3骨片を整復した後に1.1mm C-wireを1本刺入した。これにφ0.7 suture wireを掛けてtension band wiringを施行した。固定性は良好であった。術野を生食1000mlで充分洗浄した。筋膜を2-0 バイクリルで、皮下を2-0, 3-0バイクリルで、皮膚をスキンステープラーで閉創して手術を終了した。術後は上腕から前腕のシーネ固定とした。

